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お出かけは米子鬼太郎空港から！！

※2020年10月20日現在のダイヤです。
新型コロナウイルスの影響に伴い、ダイヤを
お断り無しに変更する場合があります。

行き先も、搭乗日も、後から変更できる
キャンペーンを実施中。詳しい条件は
ANAホームページをご確認ください。

なら搭乗日の355日前
から予約可能！

あんしん変更キャンペーン

運休  6:55 ～  8:20
 9:15 ～ 10:40
12:30 ～ 13:55
15:10 ～ 16:35
18:25 ～ 19:50
運休 20:00 ～ 21:25

運休  7:20 ～  8:40
運休  9:10 ～ 10:25
11:25 ～ 12:45
14:35 ～ 15:55
17:20 ～ 18:45
20:55 ～ 22:15

2020年11月1日～2020年11月30日
羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
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鳥
取
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対
策

を
徹
底
す
る
意
向
の
あ
る
県
内
観
光
地
や
飲
食
店
街
の
団
体

と
県
・
市
町
村
が
「
安
心
観
光
・
飲
食
エ
リ
ア
協
定
」
を
締

結
す
る
こ
と
を
推
奨
中
で
す
。
そ
の
後
、
エ
リ
ア
内
に
あ
る

対
象
事
業
所
の
対
策
が
徹
底
で
き
た
段
階
で
「
安
心
観
光
・

飲
食
エ
リ
ア
」
と
し
て
宣
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
。
現
在
、
境
港
市
で
も
協
定
締
結
に
向
け
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

エリア協定のあらましを説明する木村晋一次長（左）

　
同
協
定
を
締
結
し
た
エ
リ

ア
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
「
鳥

取
砂
丘
エ
リ
ア
」
と
「
大
山

寺
エ
リ
ア
」
の
２
カ
所
で
、

両
エ
リ
ア
と
も
エ
リ
ア
宣
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
エ
リ
ア
で
の
協
定

締
結
を
検
討
中
で
す
。
10
月

20
日
に
は
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
振
興
会
の
理
事
会
が
し

お
さ
い
会
館(

大
正
町)

で
開

催
さ
れ
、
境
港
市
産
業
部
の

木
村
晋
一
次
長
が
同
協
定
の

あ
ら
ま
し
を
説
明
し
、
協
定

締
結
に
向
け
た
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
協
定
を
締
結
し
た
団
体
の

役
割
は
、
エ
リ
ア
内
の
対
象

事
業
所(

宿
泊
業
、
飲
食
サ

ー
ビ
ス
業
、小
売
業
、娯
楽
業
、

教
育
・
学
習
支
援
業)

に
感

染
拡
大
予
防
対
策
を
呼
び
か

け
、
感
染
症
予
防
対
策
協
賛

店
や
認
証
事
業
所
に
な
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
協
賛
店
と
は
、
県
版
の
感

染
拡
大
予
防
対
策
や
業
界
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
自

ら
対
策
に
取
り
組
む
店
舗
の

こ
と
で
、
県
に
届
け
出
る
と

「
協
賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
模

範
的
な
予
防
対
策
を
実
施
し

て
い
る
事
業
所
に
は
、
県
が

認
証
事
業
所
と
し
て
認
め
、

認
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
エ
リ
ア
内
の
対
象
事
業
所

全
て
が
感
染
予
防
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
と
団
体
が
判
断

し
た
場
合
、「
安
心
観
光
・

飲
食
エ
リ
ア
」
を
宣
言
。
宣

言
後
は
、
感
染
予
防
対
策
の

定
期
的
な
点
検
、
認
証
取
得

の
推
進
、
利
用
者
へ
の
予
防

対
策
の
呼
び
か
け
、
県
内
外

へ
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
い

ま
す
。

ロ
ー
ド
振
興
会
と
観
光
協
会
が
取
り
組
み

安
心
観
光・飲
食
エ
リ
ア
協
定

安
心
観
光・飲
食
エ
リ
ア
協
定

　もとは年を経た魚という意味で「フリウオ
(経魚)」と呼ばれていましたが、「フリ」が濁
音化され、「ブリ」となったと言われています。
　成長とともに、ヒデリゴ→ツバス→ハマチ

→マルゴ→ブリと、
呼び名が変わる
出世魚で、境港
ではほぼ年間を
通して食べられま
す。ブリ特有の香
りと脂ののりは大
きくなるにつれ増
していきます。

GoToイート事業

鳥取県内の体制整う
ただいま加盟店募集中

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

振
興
課(

☎
47
︱
１
０
５
６)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
省
は
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

Ｅ
ａ
ｔ(

イ
ー
ト)

」
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
食
事
券
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
内
で
の
同
事
業
実

施
者
は
、
㈱
新
日
本
海
新
聞

社
を
代
表
と
し
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

鳥
取
支
店
と
中
央
印
刷
㈱
が

参
画
す
る
「
と
っ
と
り
Ｇｏ

Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
共
同
事
業
体
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
内
の
商
工
会

議
所
、
商
工
会
、
県
観
光
連

盟
が
協
力
し
て
事
業
を
進
め

ま
す
。
10
月
20
日
か
ら
参
加

店
舗
の
募
集
を
ス
タ
ー
ト
。

11
月
２
日
か
ら
食
事
券
を
販

売
す
る
予
定
で
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券

は
、
購
入
額
に
25
％
分
が
上

乗
せ
さ
れ
、
都
道
府
県
な
ど

の
地
域
単
位
で
発
行
、
利
用

で
き
る
と
い
う
も
の
。
販
売

期
間
は
２
０
２
１
年
１
月
末

ま
で
で
、
同
年
３
月
末
ま
で

有
効
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
の
場
合
、
同
事
業

へ
の
参
加
条
件
は
▽
換
気
の

実
施
や
「
３
密
」
回
避
な
ど

を
行
い
「
感
染
予
防
対
策
協

賛
店
」
に
登
録
し
て
ス
テ
ッ

カ
ー
を
店
頭
掲
示
す
る
▽

「
と
っ
と
り
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
安
心
登
録
シ
ス
テ
ム
」
を

活
用
す
る
︱
な
ど
で
す
。

　
詳
し
く
は
、と
っ
と
り
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

☎
０
５

７
０
︱
０
０
１
︱
２
６
３)

へ
。
ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
と
っ
と
り
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

Ｅ
ａ
ｔ
」で
検
索)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
観
光
庁
は
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
同
事
業
は
、
国
内
旅

行
を
対
象
に
宿
泊
・
日
帰
り

旅
行
代
金
の
35
㌫
を
割
り
引

き
、
加
え
て
同
代
金
の
15
㌫

相
当
分
の
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
券
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う

も
の
。

　
国
の
支
給
額(

旅
行
代
金

割
引
き
と
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
券
の
合
計)

は
、
１
人
１

泊
あ
た
り
２
万
円
が
上
限

(

日
帰
り
旅
行
の
上
限
は
１

万
円)

で
、
連
泊
制
限
や
利

用
回
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

旅
行
業
者
や
宿
泊
業
者
が
渡

す
１
枚
１
０
０
０
円
単
位
で

発
行
す
る
商
品
券
。
旅
行
先

の
都
道
府
県
と
そ
の
隣
接
す

取
り
扱
い
店
舗
受
け
付
け
中

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
券

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル

る
都
道
府
県
で
、
旅
行
期
間

中
に
限
っ
て
使
用
が
可
能
で

す
。

　
取
扱
店
舗
は
土
産
物
店
、

飲
食
店
、
観
光
施
設
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ(

遊
び
や
体
験

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
す
る

事
業
者)

、
交
通
機
関
な
ど
。

飲
食
店
の
場
合
は
、
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
へ
の
登
録
が
必
要
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
、

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
取
扱

店
を
募
集
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
事
業
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー(

☎
０
５
７
０

︱
０
１
７
︱
３
４
５)

へ
。
ま

た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
観
光
庁
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ブ　　リ

資料提供：(一社)境港水産振興協会



場　所　境港市老人福祉センター会議室（境港市竹ノ内町40）
日　程　毎月1回　第3木曜日　13時～16時
　　　　11月19日・12月17日／1月21日・2月18日・3月18日
お問い合わせ先
　　　　働き方改革サポートオフィス鳥取
　　　　〒680-0845 鳥取市富安1－152（SGビル４F）
　　　　TEL：0857ｰ30ｰ7226  FAX：0857ｰ30ｰ7227
　　　　Email: hatasapo-tottori@crest.ocn.ne.jp

雇用調整助成金を含む各種助成金の相談もお受けします !

相談は
秘密厳守で
対応します。
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　１９７４年(昭和49年)の９月上旬、当時勤務していたジ
ャスコ(現・イオン)の夏休みを利用して「ヨーロッパ１週間
の旅」に参加しました。
　搭乗した飛行機のルートは、羽田からアンカレッジ経由
の北回りコースです。スイスに到着後、雄大なアルプスを
堪能し、国際列車でパリへ移動しました。翌日、午前中
は観光バスでパリ市内を一巡し、最後にノートルダム寺院
に行ったのですが、日曜ミサの真最中でした。
　午後はフリータイムのため、１人でシャンゼリゼ通りを
散策し、カフェでコーヒーを飲みながらパリの空気を味わ
いました。最高の気分でした。凱旋門を見学した後、地
図を片手にルイ・ヴィトンの本店を探します。苦労して見つ
けたのに休みで、残念に思いました。
　気を取り直して、ルーブル美術館へ。コンコルド広場
や緑に囲まれた公園、テニスコートを横目に急いでいると、
怪しげな男が「キャノン、キャノン」と言いながら近づい
て来ましたが、「ノン、ノン」と言い、相手にしないで振
り払います。
　夕方、美術館に到着すると「モナリザ」が微笑んで迎

えてくれました。
目移りしながら
急いで見て回り、
最後に見たのは
「ミロのビーナ
ス」です。とて
も美しく、時間
いっぱい見惚
れていたもので
した。
　夕闇の中、オ
ペラ座の前を

通り、サンラザール駅前のホテルへ帰りました。天気に
恵まれ、よく歩いたので疲れましたが、素晴らしい「パリ
の休日」でした。
　翌朝、銀行員の兄に会うため１番機でロンドンに飛びま
した。ヒースロー空港の出口で、日本赤軍の一員と疑われ、
30分位拘束されてから解放されます。前夜、オランダで
日本赤軍が暴れたとのことでした。これも今となっては
懐かしい思い出です。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 55

パリの休日
境港商工会議所 参与  増谷 立夫氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の
〝あのころ〟の写真をご紹介しています。今回は、参与・
増谷立夫氏(㈲増谷慶一郎薬局・代表取締役、72歳)の
１枚です。

賞状を手にする越河彰統社長（左）と田
中賢一支部長＝日本海冷凍魚

ち
ょ
っ
と拝 見

日本海冷凍魚

継
続
的
な
障
が
い
者
雇
用
で

厚
労
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
原
材
料
に
多
く
の
食
料
品
を
製
造
す
る

日
本
海
冷
凍
魚
㈱(
昭
和
町
、
越
河
彰あ

き

統の
り

社
長)

は
、
２
０
２

０
年
度
の
「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
に
お

じ
ゃ
ま
し
、
越
河
社
長
に
受
賞
の
感
想
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
９
月
15
日
に
東

京
で
授
与
式
が
行
わ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、(独)
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
鳥
取

支
部
の
田
中
賢
一
支
部
長
が
、

９
月
28
日
に
同
社
で
越
河
社

長
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
表
彰
の
受
賞
者
は
全
国

で
19
社
。
山
陰
地
区
で
は
、

同
社
だ
け
が
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　
同
社
に
は
現
在
１
２
３
人

の
社
員
が
い
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
障
が
い
者
は
６
人
で
す
。

全
員
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
加
工

の
現
場
で
一
般
の
従
業
員
と

一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
採
用
を
始
め

た
の
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
。

常
時
６
、
７
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
同
社
が
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
特
性

に
あ
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
を
良
く
知

り
、
全
従
業
員
に
徹
底
し
て

い
ま
す
。
仕
事
ぶ
り
は
、
ま

じ
め
で
慣
れ
て
く
る
と
、
集

中
力
で
は
一
般
の
従
業
員
を

上
回
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

　
越
河
社
長
は
「
障
が
い
を

持
つ
人
た
ち
も
貴
重
な
戦
力

で
す
。
彼
ら
が
や
め
ず
に
働

き
続
け
た
こ
と
が
こ
の
た
び

の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当

社
の
全
従
業
員
が
彼
ら
の
フ

ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
で
、
そ
れ
を
認
め
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
」
と
受
賞
の
感
想
を
述橋本秀秋・議員 中木博文・議員 門脇仁史・議員

ノートルダム寺院前の増谷立夫氏
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
越
河
社
長
は
、
同
社

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

「
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
漁
獲
量

が
減
っ
て
い
た
の
で
生
産
活

動
を
抑
え
、
従
業
員
の
補
充

も
控
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
漁
獲
量
が
増
え
る
見

込
み
な
の
で
、
一
般
の
従
業

員
も
増
員
し
て
い
く
予
定
で

す
」
と
採
用
活
動
を
活
発
化

し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

︱
３
５
３
１)

へ
。

　
武
骨
な
見
た
目
か
ら
猛
者

の
呼
び
名
が
つ
い
た
と
い
う

説
も
あ
る
モ
サ
エ
ビ
（
正
式

名
ク
ロ
ザ
コ
エ
ビ
）。
山
陰

沖
な
ど
、
日
本
海
側
で
多
く

水
揚
げ
さ
れ
、
プ
リ
プ
リ
と

し
た
弾
力
の
あ
る
食
感
、
旨

味
と
甘
味
の
強
さ
が
特
徴
の

エ
ビ
で
す
。

　
９
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で

が
漁
期
で
す
が
、
鮮
度
を
保

つ
こ
と
が
難
し
く
、
ほ
と
ん

ど
地
元
で
し
か
味
わ
う
こ
と

が
で
き
な
い
幻
の
エ
ビ
と
も

言
え
ま
す
。

　
そ
の
地
域
資
源
で
あ
る
モ

サ
エ
ビ
の
良
さ
を
地
元
以
外

の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
新
商
品
の
開
発

に
着
手
。
手
軽
に
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
遠
方
に
届
け
て

も
大
丈
夫
な
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
に
す
れ
ば
、
多
く
の
人
に

モ
サ
エ
ビ
を
食
べ
て
も
ら
え

る
と
考
え
「
も
さ
海
老
カ
レ

ー
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
モ
サ
エ
ビ
の
プ
リ
ッ
と
し

た
食
感
を
活
か
し
、
マ
イ
ル

ド
な
辛
さ
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
の
で
、
老
若
男
女
の
誰
も

が
食
べ
や
す
い
カ
レ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縁
起
物
の
エ
ビ
と

黄
金
色
の
カ
レ
ー
の
組
み
合

わ
せ
が
金
運
ア
ッ
プ
の
イ
メ

ー
ジ
と
重
な
り
、
観
光
名
所

に
も
な
っ
て
い
る
日
野
町
の

金
持
神
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

が
実
現
。
完
成
時
に
は
神
社

で
祈
願
し
て
も
ら
い
、
更
に

運
気
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
一

品
で
す
。

　「
も
さ
海
老
カ
レ
ー
」
に

つ
い
て
、詳
し
く
は
同
社(

☎

44
︱
０
２
１
８)

へ
。

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
２
社
の
職
務
執
行
者

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
新

し
い
職
務
執
行
者
は
、
次
の

通
り
で
す
。

門
脇
仁
史(

か
ど
わ
き
・
ひ
と

し)

▽
事
業
所
名
＝
境
港
物

流
㈱(

境
港
市
昭
和
町)

▽
役

職
＝
代
表
取
締
役
社
長
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
０
年
10

月
１
日
▽
前
任
者
＝
西
本
靖

(

前
・
代
表
取
締
役
社
長)

中
木
博
文(

な
か
き
・
ひ
ろ
ふ

み)

▽
事
業
所
名
＝
米
子
信

用
金
庫
境
港
支
店(

境
港
市

元
町)

▽
役
職
＝
支
店
長
▽

変
更
年
月
日
＝
２
０
２
０
年

10
月
1
日
▽
前
任
者
＝
田
口

孝
志(

前
・
支
店
長)

　
ま
た
、
境
港
商
工
会
議
所

議
員
・
㈲
橋
本
工
業
所
の
橋

本
秀
秋
氏
が
代
表
取
締
役
か

ら
代
表
取
締
役
会
長
に
役
職

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
い
ず
れ
も
２
０

２
０
年
10
月
末
ま
で
。

金持神社の祈願で運気もアップ

我が社

の一品
我が社

の一品

日
本
食
品
工
業

も
さ
海
老
カ
レ
ー

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
日
本
食
品
工
業
㈱(

竹
内
町
、

中
西
和
夫
社
長)

の
「
も
さ
海
老
カ
レ
ー
」
で
す
。

職
務
執
行
者
交
代
と
役
職
変
更

境
港
商
議
所
議
員
の
動
き

2



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

館内のオブジェを紹介する庄司行男館長 Ⓒ水木プロ

岩木宏治・新社長（左）と佑二会長

壮絶な闘病の記録

　
同
記
念
館
で
は
、
水
木
し

げ
る
先
生
が
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
」
を
通
し
て
世
界
に
発

信
し
た
「
妖
怪
の
世
界
」
の

魅
力
、
そ
し
て
水
木
し
げ
る

先
生
の
人
生
観
や
作
品
へ
の

思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
そ
の
中
で
も「
妖
怪
洞
窟
」

は
、
43
体
も
の
妖
怪
が
そ
び

え
た
ち
、
ま
る
で
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」
の
世
界
に
入
っ

た
よ
う
な
奇
妙
な
空
間
に
引

き
込
ま
れ
そ
う
で
す
。

　
記
念
館
に
は
、
漫
画
や
ア

ニ
メ
、
妖
怪
好
き
の
人
な
ど
、

様
々
な
フ
ァ
ン
が
来
場
し
ま

す
。
水
木
し
げ
る
ワ
ー
ル
ド

の
入
り
口
は
違
え
ど
、「
妖

怪
」
を
通
じ
て
新
た
な
魅
力

を
発
見
で
き
る
た
め
、
よ
り

一
層
そ
の
世
界
を
楽
し
め
る

の
で
す
。

　
庄
司
館
長
は
「
当
館
だ
け

で
な
く
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
や
商
工
会
議
所
、
そ
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

一
緒
に
妖
怪
の
街
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
水
木
し
げ
る
作
品

に
出
て
く
る
妖
怪
の
ほ
と
ん

ど
が
全
国
各
地
で
実
際
に
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
妖
怪
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
水
木
し
げ
る
先
生

が
作
品
を
作
り
上
げ
る
ま
で

の
背
景
を
知
り
、
よ
り
一
層

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
へ
の

愛
着
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
妖
怪
の
知
識
を
身
に
付
け

た
後
に
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

を
歩
く
と
、
立
ち
並
ぶ
妖
怪

す
」
と
話
す
岩
木
社
長
。

　
革
製
品
や
和
服
の
洗
い
、

シ
ミ
抜
き
、
ス
ー
ツ
な
ど
の

寸
法
直
し
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
交

換
な
ど
の
修
理
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
岩
木
社
長
は
「
ベ
テ
ラ
ン

職
人
が
心
を
こ
め
て
仕
上
げ

ま
す
。
ま
た
、『
こ
れ
っ
て
、

　
同
社
は
、
１
９
７
６
年
に

創
業
し
ま
し
た
。
現
在
、
直

営
店
８
店
舗
、
委
託
店
２
店

舗
を
境
港
、
米
子
、
日
吉
津

の
鳥
取
県
西
部
地
域
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
岩
木
社
長
は
１
９
９
２
年

に
入
社
。
以
来
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
工
場
の
現
場
で
の
仕
事

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
３
年
に
取
締
役
に
就
任

し
た
後
も
変
わ
ら
ず
現
場
に

出
続
け
て
い
ま
す
。

　「
汚
れ
や
汗
ジ
ミ
な
ど
が

原
因
で
、
大
事
な
衣
服
に
虫

く
い
や
カ
ビ
、
色
落
ち
な
ど

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
お
勧
め
し
て
い
ま

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
き
ま
す

か
？
　
こ
ん
な
汚
れ
で
も

落
と
せ
ま
す
か
？
』
と
い

っ
た
質
問
も
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
も
少
な
く

な
っ
て
い
く
と
は
思
い
ま

す
が
、
一
点
一
点
仕
上
げ

に
こ
だ
わ
っ
て
、
て
い
ね

い
な
仕
事
で
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
る

岩
木
社
長
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
︱
５
８
３
０)

へ
。

新社長が誕生
ー 末広ドライ ー

境港商議所

会会のの員員今今51

　

㈲
末
広
ド
ラ
イ(

外
江

町)

は
こ
と
し
８
月
、
岩

木
宏
治
氏
が
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
。
前
社
長
の

岩
木
佑
二
氏
は
、
代
表
取

締
役
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
今
回
の
「
会
員
の
今
」

は
同
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

愛
着
深
ま
る

ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
へ
の

体　  験
レポート

水
木
し
げ
る
記
念
館
を
見
学

　

２
０
０
３
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
現
在
ま
で
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
水
木
し
げ
る
記
念
館(

本
町
、
庄
司
行ゆ

き

男お

館

長)

。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
て
知
ら
れ
て
い

る
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
を
は
じ
め
、
水
木
し
げ
る
作
品
や

妖
怪
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
庄
司
館
長
に

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
、
記
念
館
の
魅
力
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
境
港
市
観
光
協
会
の
加
藤

敏
夫
専
務
理
事
は
、
慢
性
腎

不
全
と
向
き
合
う
自
身
の
闘

病
記
「
初
め
て
の
こ
と
な
の

に
」
を
こ
の
た
び
自
費
出
版

し
ま
し
た
。

　
加
藤
専
務
は
約
15
年
前
、

地
方
新
聞
社
の
営
業
社
員
だ

っ
た
頃
、
慢
性
腎
不
全
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

治
療
を
始
め
ま
し
た
が
、
３

年
後
に
は
、
人
工
透
析
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
週
に
３
度
、
１
日
４
時
間

の
人
工
透
析
を
行
い
な
が
ら
、

終
了
後
に
同
観
光
協
会
で
勤

務
。
一
生
透
析
を
続
け
る
こ

と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３
カ
所
の
心
筋
梗
塞
や

腎
臓
が
ん
も
患
い
、
腎
臓
の

摘
出
も
し
て
い
ま
す
。

　
透
析
が
始
ま
っ
て
１
年
目

に
は
、
透
析
患
者
の
会
「
腎

友
会
」
に
誘
わ
れ
ま
す
。
し

ば
ら
く
し
て
通
っ
て
い
た
病

院
の
腎
友
会
会
長
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
書
は
、
加
藤
専
務
の
病

魔
と
の
闘
い
を
赤
裸
々
に
記

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
観
光

協
会
で
の
業
務
や
腎
友
会
の

意
義
な
ど
を
明
記
。
さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
思
い
に
も
言
及
し
て
い

ま
す
。

　
体
裁
は
Ａ
５
判
・
55
㌻
で
、

販
売
価
格
は
４
０
０
円(

税

込
み)

。
境
港
市
観
光
協
会

な
ど
で
販
売
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、同
事
務
局(

☎

47
︱
３
８
８
０)

へ
。

加
藤
専
務
が
闘
病
記

境
港
市

観
光
協
会

人
工
透
析
と
人
生
を
記
す

ブ
ロ
ン
ズ
像
に
も
一
層
の
興

味
が
湧
い
て
く
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
も
一
度
体
験

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
詳
し
く
は
、水
木
し
げ
る

記
念
館(

☎
42
︱
２
１
７
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　同社が移動販売を始めたきっかけは、池淵社長が境港市内の事

業所や、美保関町在住の知人から「どこか移動販売をやってくれる

ところはないだろうか」と声をかけられたことでした。

　「もともと、移動販売をしていた店はあったのですが、無くなって

しまい困っていると聞き、始めることにしました」と話す池淵社長。

　お客さんは車を使わ

ないお年寄りが中心で、

１週間で美保関町内の

７カ所を回っています。

　移動手段がなく、な

かなかスーパーマーケッ

トなどを利用できない

お客様から「助かって

います」と声をかけてもらうこともあるそうで、励みになっていると

のこと。

　今後について池淵社長は「境港市内でも移動販売を計画中です。

また、個人宅への配送もできますので、ぜひお声がけください」と

意気込みを語りました。

　詳しくは、同社(☎︎４４－０８９６)にお問い合わせください。

　㈲いけびんストーア(大正町、池淵朗
あき

拡
ひろ

社長)は、新鮮な野菜
や果物などを扱う食料品店です。今回の企業探訪は、ことし１月
から同社が始めた松江市美保関町での移動販売について、ご紹
介します。

Part

50企業探訪企業探訪企業探訪
美保関町で移動販売実施中

― いけびんストーア ―

食料品をお客様の手元へ

美保関町雲津地区で行った移動販売
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開催日：１1月１4日㈯・２8日㈯ 
時　間：両日８：３０～１７：１５
会　場：鳥取県立境港ハローワーク内

理想の働き方を探してみませんか？ 

土曜開催 子育て応援お仕事相談ＤＡＹ 火曜ナイターお仕事相談会 in  PLANT5土曜開催 子育て応援お仕事相談ＤＡＹ

鳥取県立境港ハローワーク１1月イベント情報 鳥取県立境港ハローワーク１1月イベント情報 
火曜ナイターお仕事相談会 in  PLANT5
開催日：１1月10日㈫・24日㈫ 
時　間：１１：００～１９：３０
会　場：ＰＬＡＮＴ５境港店
　　　　境港サロン
転職・生涯現役お仕事相談 

毎週
土曜日
OPEN

毎週
土曜日
OPEN

鳥取県立境港ハローワーク ☎（0859）44-3395鳥取県立境港ハローワーク ☎（0859）44-3395 境港市上道町3000（境港市役所別館1階）
営業時間／月曜日～土曜日　8：30～17：15　

主催
問合せ先

毎月第2・第4
土曜日開催

毎月第2・第4
火曜日開催

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

清掃活動スタート時の皆さん＝SANKO夢みなとタワー前

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
10

月
11
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
特
別
講
演
会
「
今
で
き

る
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
処
と

は
～
正
し
く
知
れ
ば
立
ち
向

か
え
る
」
を
境
港
市
文
化
ホ

ー
ル(

中
野
町)

で
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
宮
沢
孝
幸
氏(

京

都
大
学
ウ
イ
ル
ス
・
再
生
医

科
学
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
共
進

化
分
野
准
教
授)

、
千
酌
浩

樹
氏(

鳥
取
大
学
医
学
部
附

属
病
院
感
染
制
御
部
教
授
・

日
本
感
染
症
学
会
指
導
医)

に
よ
る
講
演
、
そ
し
て
同
観

光
協
会
・
結
城
豊
弘
会
長
を

進
行
役
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
実
施
。
約
１
５
０
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
講
演
会
は
、
山
陰
は
も

と
よ
り
、
全
国
各
地
の
観
光

地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
、
専
門
家
の
豊
富

で
正
し
い
知
見
を
借
り
、
境

港
を
は
じ
め
と
す
る
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
観
光

関
係
者
や
商
業
者
、
経
済
人

に
今
後
の
糧
と
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　
講
演
会
は
、
境
港
市
観
光

協
会
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
、
約
１
２
０
人
が
視
聴
。

さ
ら
に
、
こ
の
動
画
を
編
集

し
た
も
の
が
同
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
当
日

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
人
や
ラ
イ
ブ
配
信
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
動

画
を
見
て
も
ら
い
、
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
処
し
、

今
後
の
こ
の
圏
域
の
経
済
回

復
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会(

☎
47
︱
３
８
８
０)

へ
。

　
８
月
１
日
か
ら
鳥
取
県
西

部
地
区
で
開
始
さ
れ
て
い
た

「
鳥
取
大
山
山
麓
ぐ
る
～
ん

と
観
光
タ
ク
シ
ー
旅
」
に
10

月
１
日
か
ら
境
港
を
発
地
と

す
る
プ
ラ
ン
が
登
場
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
３
時
間
・
１
０

０
０
円
で
鳥
取
県
西
部
の
観

光
地
を
巡
る
タ
ク
シ
ー
プ
ラ

ン
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
米
子

市
や
大
山
を
発
着
地
と
す
る

プ
ラ
ン
の
み
で
運
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
を
出

発
地
点
と
し
て
、
境
港
さ
か

な
セ
ン
タ
ー
や
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
な
ど
を
経
て
Ｊ
Ｒ
米
子

駅
ま
で
行
く
プ
ラ
ン
と
、
同

じ
く
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
を
出
発
し
、

美
保
関
灯
台
や
美
保
神
社
を

巡
り
、
Ｊ
Ｒ
米
子
駅
ま
で
行

く
プ
ラ
ン
の
２
コ
ー
ス
が
追

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
格
安
の
タ
ク
シ
ー
料
金
で

周
辺
観
光
地
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
マ
イ
カ
ー

以
外
で
境
港
を
訪
問
す
る
お

客
様
も
周
遊
観
光
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　
２
次
交
通
の
整
備
は
中
海

・
穴
道
湖
・
大
山
圏
域
の
観

光
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
プ
ラ

ン
の
活
用
で
一
層
多
く
の
旅

行
者
の
訪
問
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会(

☎
47
︱
３
８
８
０)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
旭
食
品
㈱
境
港
支
店(

竹

内
団
地
、
吉
田
美
樹
男
支
店

長)

は
10
月
17
日
、
夢
み
な

と
公
園
と
境
港
公
共
マ
リ
ー

ナ
横
に
あ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
場
の
清
掃
活
動
を
社

員
30
人
で
行
い
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
高
知
県
に
本
社

を
置
き
、
全
国
に
展
開
す
る

食
品
卸
会
社
で
す
。
２
０
１

５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
を
基
本

構
想
と
し
た
「
旭
食
品
Ｃ
Ｓ

Ｒ(

地
域
貢
献)

中
期
実
行

計
画
」
を
策
定
。「
重
点
取

組
・
地
域
」、「
安
心
・
安
全
」、

「
環
境
・
資
源
保
護
」
の
い

ず
れ
か
の
課
題
で
、
全
国
の

支
店
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
境
港
支
店
は
、
環
境
・
資

源
保
護
の
課
題
を
選
択
し
て
、

こ
の
た
び
清
掃
活
動
を
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
吉
田
支
店
長
は
「
１
９
９

１(

平
成
３)

年
に
支
店
が

境
港
市
に
移
転
し
ま
し
た
。

以
来
約
30
年
間
、
お
世
話
に

な
っ
た
地
元
に
恩
返
し
が
し

た
い
と
思
い
、
清
掃
活
動
を

し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
の
清
掃
や
、
植
樹
な
ど

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
同
時
に
地
元

商
品
を
当
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ
て
全
国
に
紹
介
す

る
お
手
伝
い
も
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
旭
食
品
」
で

検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の一環
で

夢
み
な
と
公
園
周
辺
を
清
掃
活
動
旭  食  品
境 港 支 店

　リノベーションした古民家は、次の４棟です。
　第1の宿は、１９１２(大正元)年に建築された海を一望できる「柘榴
(ざくろ)」。14人の宿泊が可能となっています。玄関吹き抜けと２階ロ
ビーは島根大学建築学科研究室
の学生がデザインしました。
　第２の宿は、明治から大正期
に使われていた美保館別館をリ
ノベーションした「月那(つきな)」
です。２人限定の宿で、スタッ
フが料理を館まで配膳します。
専用の風呂や縁側から眺める庭
は、地元高校造園科の生徒が
手がけました。
　第３の宿は、昭和初期に活躍
した美保館旧館で国文化財の建
屋を改装した「離れ」。２世帯程
度の宿泊が可能です。こちらも
露天風呂の庭を地元高校生がデ
ザイン・施工しています。
　第４の宿は、明治に建てられた船宿をゲストハウスに改装した「神
邑(かみむら)」です。４室の個室と共有スペースやテラスを設置して
います。
　定秀専務は「当館は旅館部門を含めて、５棟全てが部屋食または
個室食です。新鮮な海の幸を安心して満喫していただけます」とＰＲ。
　詳しくは、美保館(☎0852－73－0111)にお問い合わせください。

　㈲美保館(松江市美保関町、定秀哲也社長)は、青石畳通り沿い
に所有する古民家をリノベーション(改修)して、宿泊ができるよ
うにしています。いずれも貸し切りの宿で、新型コロナウイルス
の感染拡大を防止する観点からも人気が集まっているところです。

美保館
リノベーションの貸し切り宿

コロナ禍で人気が集中

スポットライト

2人限定の宿・月那を紹介する
定秀陽介専務

便利な観光タクシープランをPR

ディスカッションする宮沢孝幸准教授（中央）と千酌浩樹教授（右）、結城豊弘会長

１
０
０
０
円
タ
ク
シ
ー
登
場

観
光
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン

境
港

駅
発

新型コロナウイルスに立ち向かうには

特別講演会を開催境 港 市
観光協会特別講演会を開催

公式ユーチューブチャンネルで公開中

境 港 市
観光協会

4



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～70歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

山陰地方ならではの郷土料理

「ののこめし」

山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「ののこめし」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://www.nonoko.co.jp/

贈り物やご自宅用として
冷凍ののこめしが大好評！

おせち料理もあります。詳しく
は11月15日の日本海新聞の
折込チラシをご覧ください。

『境港市ふるさと応援地域振興券（食事券含む）』もご利用いただけます。

全国発送承り中!
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境港市などをPRする鳥取県西部活性化協会の田淵英志
専務理事（左）と境港市観光協会の加藤敏夫専務理事

最優秀賞と優秀賞を受賞した4店舗の
担当者ら＝皆生グランドホテル天水

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

大
阪
市
内
の
企
業
や
飲
食
店

な
ど
で
組
織
す
る(

一
社)

大

阪
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会

の
呼
び
か
け
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。

　
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
と

道
頓
堀
川
沿
い
の
リ
バ
ー
ウ

ォ
ー
ク
一
帯
を
会
場
に
、
ス

テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
披
露
や
グ
ル
メ
出
店
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
か
ら
は
、
鳥
取
県

関
西
本
部
、
大
山
山
麓
・
日

野
川
流
域
観
光
推
進
協
議
会
、

(

一
社)
鳥
取
県
西
部
活
性
化

協
会
、
米
子
市
観
光
協
会
、

境
港
市
観
光
協
会
、(
一
社)

鳥
取
県
物
産
協
会
、
久
米
桜

麦
酒
㈱
が
参
加
。

　
大
阪
ミ
ナ
ミ
会
の
グ
ル
メ

ス
ペ
ー
ス
に
ブ
ー
ス
出
展
し

て
、
地
ビ
ー
ル
や
土
産
物
の

販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
、
平
井
伸
治
・
鳥
取

県
知
事
も
出
席
。
大
阪
と
鳥

取
の
近
い
関
係
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
が
ら
、
鳥
取
県
へ
の
訪

問
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

鳥
取
県
、
県
西
部
地
域
の
観

光
Ｐ
Ｒ
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

な
ど
を
行
い
、
多
く
の
人
に

鳥
取
県
の
良
さ
を
印
象
づ
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク

の
一
角
に
は
、
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
を
設
置
し
、
鳥
取
県
の

Ｐ
Ｒ
動
画
も
放
映
。
サ
ッ
ク

ス
奏
者
の
マ
ル
タ
さ
ん
が
演

奏
す
る
大
山
山
麓
・
日
野
川

流
域
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
ア
イ
ラ
ブ
大
山
」
や
鳥
取

県
西
部
を
中
心
と
し
た
観
光

案
内
の
映
像
を
流
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
18
日
に
は
鳥
取

市
の
踊
り
グ
ル
ー
プ
・
い
ろ

ど
り
日
和
が
傘
踊
り
を
披
露
。

大
阪
の
地
に
鳥
取
県
の
印
象

を
強
烈
に
残
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
名
物
料
理
を
作
る
会(

土

井
一
朗
会
長)

は
９
月
29
日
、

皆
生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水

(

米
子
市
皆
生)

で
２
０
２
０

蟹
取
県
「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
旅

館
・
ホ
テ
ル
６
店
舗
と
飲
食

店
５
店
舗
が
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
を
使
っ
た
新
作
料
理
を
出

展
し
ま
し
た
。

　
27
人
の
審
査
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
料
理
を
試
食
し
て
、

紅
ズ
ワ
イ
カ
ニ
の
魅
力
を
引

き
出
し
て
い
る
味
、
盛
り
付

け
、
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
を
ポ

イ
ン
ト
に
採
点
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
部
門
の
最

優
秀
賞
は
、
皆
生
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
天
水
の
「
紅
蟹
粕
汁

(

紅
蟹
饅
頭)

」で
、優
秀
賞
は

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
米
子 

日
本
料
理 

雲
海

(

米
子
市)

の
「
紅
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
入
り
茶
巾
蒸
し
」
に
決
定
。

　
飲
食
店
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
バ
ン
ケ
ッ
ト 

シ
ュ
シ
ュ

(

米
子
市)

の
「
紅

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
ム

ー
ス
・
蒸
し
・
コ

ン
ソ
メ
ジ
ュ
レ
」

で
、優
秀
賞
は
御

食
事
処 

弓
ヶ
浜

(

境
港
市)

の
「
か

に
ト
ロ
丼
」
と

決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に

出
展
し
た
店
舗

は
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
部
門
は
▽
華
水
亭(

米

子
市)
▽
皆
生
菊
乃
家(

米
子

市)

▽
松
濤
園(
米
子
市)

▽
味

屋
プ
ラ
ザ(

日
吉
津
村)

︱
で

し
た
。

　
ま
た
、
飲
食
店
部
門
は
▽

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ 

寿
司 

和
食 

鳥
取
県
の
魅
力 

大
阪
で
Ｐ
Ｒ

西
部
活
性
化
協
ら
参
加

道
頓
堀
リ
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎２２－３５７０）

11月の相談日
11月 5 日㈭ 産 業 医

11月12日㈭ 産 業 医

11月19日㈭ 産 業 医

11月26日㈭ 産 業 医

ウェルカニ料理コンテスト

参加13店舗に認定証
ー 名物料理を作る会 ー

　
境
港
市
は
、
新
し
い
生
活

様
式
版
「
境
港
市
健
康
ま
つ

り
」
を
11
月
24
日
か
ら
12
月

11
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
同
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
24
日
㈫
～
12
月

11
日
㈮(

土
・
日
、
祝
日
は

除
く)

　
い
ず
れ
も
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
境
港
市
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー(

境
港
市
上
道
町)

【
内
容
】

① 

展
示
　
▽
川
柳
と
朝
ご

は
ん
レ
シ
ピ
応
募
作
品
▽
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
す

る
情
報
▽
健
康
づ
く
り
情
報

▽
各
公
民
館
の
活
動

② 

健
康
相
談(

要
予
約
、
11

月
９
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
開

始
）

③ 

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
健

康
に
関
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

取
り
組
む

④ 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
　
▽

日
時
＝
12
月
５
日
㈯(

要
予

約
、
11
月
９
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
開
始)

▽
場
所
＝
境
港

商
工
会
議
所(

境
港
市
上
道

町)

▽
講
師
＝
大
塚
製
薬
㈱

熱
中
症
予
防
指
導
員
、
健
康

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
③
④
の
詳
細
は
、
健
康
ま

つ
り
チ
ラ
シ(

境
港
商
工
会

議
所
、
市
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
、
各
公
民
館
に
設
置)

、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
健
康

推
進
課(

☎
47
︱
１
０
４
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

海
王(

米
子
市)

▽
美
酒
佳
肴 

ゆ
ら
く(

米
子
市)

▽
「
高
級
」

美
食
パ
ン
専
門
店
Ｇ
ａ
Ｌ
ａ

▽
㈲
こ
め
や
産
業(

境
港)

▽

ま
ぐ
ろ
ラ
ー
メ
ン
本
舗(

境

港)

︱
が
出
展
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
参
加
し
た
全
店

舗
に
「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
」

の
認
定
証
と
の
ぼ
り
を
贈
呈
。

各
店
舗
は
こ
れ
ら
を
掲
示
し
、

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
会
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
名
物
料
理

を
作
る
会
」
で
検
索)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
問
い
合

わ
せ
は
、
同
会
事
務
局(

㈱

Ｂ
Ｓ
Ｓ
コ
ス
モ
内
・
☎
33
︱

７
７
３
７)

へ
。

情
報
提
供
の
ご
協
力
を

暴
力
団
の
迷
惑
行
為
や
ト
ラ
ブ
ル
に

境港警察署

　
鳥
取
県
警
察
は
県
民
の
安

全
、
安
心
を
第
一
に
、
暴
力

団
壊
滅
に
向
け
た
集
中
取
締

り
、
暴
力
団
対
策
法
の
効
果

的
な
運
用
、
県
民
と
一
体
と

な
っ
た
暴
力
団
排
除
活
動
な

ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地

域
な
ど
で
暴
力
団
関
係
者
に

よ
る
迷
惑
行
為
や
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
た
、
ま
た
は

見
聞
き
し
た
と
き
は
、
警
察

総
合
相
談(

☎
＃
９
１
１
０)

、

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
、

交
番
、
駐
在
所
に
連
絡
し
て

く
だ
い
。

　
な
お
、
緊
急
を
要
す
る
場

合
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
に

通
報
を
。
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
人
の
た
め
の
１
１
０
番

は
▽
聴
覚
・
言
語
障
が
い
者

緊
急
通
報
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
＝

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

︱
８
５
７
︱
１
１
０
▽
メ
ー

ル
１
１
０
番
＝tottori110

pipopa@
view

.ocn.ne.jp

︱
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
︱
０
１
１
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
阪
・
ミ
ナ
ミ
の
秋
の
祭
典
「
道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
17
日
・
18
日
の
両
日
、
大
阪
市
浪
速
区

の
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
か
ら

も
多
数
の
団
体
が
参
加
し
、
各
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

新しい生活様式版
境港市健康まつり

ー 境 港 市 ー
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

本社・境港市松ケ枝町
　　　(水木ロード沿)

水産物直売センター
昭和町仲卸店舗

㈲いたくら

住所変更になりました。
よろしくお願い致します。

境港市上道町

松葉かに・鮮魚・
境港産にぼし・
山陰産干かれい
や新鮮な魚で干
し上げた干物な
ど、専門店なら
ではのこだわり
の品を皆様の食
卓にお届けしま
す｡

☎44－0145
Fax42－6156

☎47－4147
Fax47－4148

☎46－0533
Fax46－0557

日常の水回りトラブルから
浴室・トイレ・台所の
リフォーム、増改築

お得な情報が
いっぱい

●ガス・石油製品販売
●上・下水道工事（境港市指定業者）　●リフォーム
●給水工事（米子市水道局公認）　●太陽光発電・蓄電池

㈲寺本商店
〒684-0004  鳥取県境港市大正町112

ホームページ http://teramotosyouten.com

事務所　0859-42-3056
スタンド　0859-44-2455

 なんでも
 ご 相 談
 ください

2019年 県商女性連会員交流会で新魚市場を見学

2018年 フラワー
アレンジメント
講習会

2017年 チャリティーバザー

2015年
中商女性連
境港大会で
大漁太鼓を
披露

2014年 「ニコちゃん傘」
を境港市観光協会に贈呈

2012年 会員親睦レクで
「神話博しまね（出雲市）」へ

2010年 韓国・東海商工会議所との女性交流会

2011年 第1回境港まぐろ感謝祭

2013
第1回
チャリティー
ゴルフ大会

2016年 着付け講習会

2010年
訪問団の一員
として東海市に

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

中商女性連・境港大会で記念講演をした
司葉子さん（右）に花束を渡す木村会長

　１９６９年５月に創立した境港商工会議所
女性会の半世紀の足取りを振り返るこのシ
リーズ。５回目の今回は、２０１０年から２０１９
年までの10年間の様子を懐かしのスナップ
ショットで紹介します。

シ
リ
ー
ズ
⑤ 

２
０
１
０
年
〜
２
０
１
９
年

写
真
で
見
る
女
性
会
50
年
の
足
跡 木村真理子会長に聞く

インタビュー

地域を支える女性会に
　「
写
真
で
見
る
女
性
会

50
年
の
軌
跡
」を
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
て
き
た

M
s.
通
信
で
す
が
、
今

回
が
最
終
回
で
す
。
こ
の

た
び
は
、
当
女
性
会
の
木

村
真
理
子
会
長
に
、
印
象

に
残
っ
た
事
業
や
女
性
会

へ
の
思
い
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

倉
敷
総
会

全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催

︱
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

事
業
は
何
で
す
か
。

　
ま
ず
は
、
２
０
０
９
年
に

Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー

の
定
期
貨
客
船
が
就
航
し
た

際
に
行
っ
た
韓
国
・
東
海
市

と
の
交
流
事
業
で
す
ね
。
東

海
市
の
一
行
が
境
港
市
を
訪

問
し
た
時
に
は
、
境
港
商
工

会
議
所
で
東
海
商
工
会
議
所

女
性
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
お

茶
席
を
用
意
し
、
お
点
前
の

披
露
と
ふ
る
ま
い
で
も
て
な

し
ま
し
た
。

︱
東
海
市
訪
問
も
実
施
し

て
い
ま
す
ね
。

　
そ
の
時
は
、
民
族
衣
装
の

チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
せ
て
い

た
だ
く
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
も
て

な
し
に
感
激
し
ま
し
た
。

︱
ほ
か
に
は
ど
ん
な
事
業
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
２
０
１
３
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
趣
旨
に
賛
同
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
参
加

と
協
力
の
も
と
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
大
会
の
収
益
金
を

活
用
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
傘

や
車
椅
子
な
ど
を
寄
贈
し
て

き
ま
し
た
。
創
立
当
時
か
ら

続
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

な
ど
、
福
祉
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

︱
大
き
な
大
会
も
経
験
し

ま
し
た
ね
。

　
中
国
地
方
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会(

中
商
女
性
連)

の
境
港
大
会
を
２
０
１
５
年

に
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
街
で

の
開
催
は
難
し
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
一
致
団
結
し
て
準

備
に
当
た
り
ま
し
た
。

︱
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
う
で
す
ね
。
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
や
会
員
自
ら
が

１
年
か
け
て
練
習
し
た
大
漁

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
す
る
な

ど
、
境
港
ら
し
い
、
手
作
り

の
お
も
て
な
し
を
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

創
立
50
周
年
記
念
事
業
も
併

せ
て
、
こ
の
よ
う
な
行
事
に

会
長
と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と

は
、
非
常
に
良
い
経
験
で
し

た
。
自
分
の
成
長
の
糧
に
も

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︱
女
性
会
の
良
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

　
若
手
会
員
の
新
鮮
な
発
想
、

先
輩
会
員
の
経
験
や
知
恵
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
行
動
力

で
す
。
個
性
豊
か
な
面
々
か

ら
の
刺
激
も
常
に
あ
り
、
女

性
会
は
そ
ん
な
パ
ワ
ー
の
満

ち
あ
ふ
れ
た
「
場
」
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
女

性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な

感
性
で
、
地
域
の
活
動
を
支

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
第
52
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
倉
敷
総
会
が

10
月
23
日
、
倉
敷
ア
イ
ビ
ー

ス
ク
エ
ア
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
と
し
て
開
催
さ
れ
、
当
会

会
員
も
境
港
商
工
会
議
所
に

集
ま
り
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
、
各
地
女
性
会
の
映
像
が

流
さ
れ
、
当
会
も
鬼
太
郎
の

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
姿
の
会
員

が
境
港
を
Ｐ
Ｒ
。

　
最
後
に
大
原
美
術
館
理
事

長
の
大
原
あ
か
ね
氏
を
招
き

「
過
去
の
歴
史
と
明
る
い
未

来
の
結
節
点
と
し
て
の
現
在

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
倉
敷
を
語

る
～
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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境　港

№94

青色申告会

ロケットや弾丸を連想させる木村孝史さんの店舗

　
秋
の
気
配
が
朝
晩
色
濃
く

な
り
ま
し
た
。

　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
。
記
入
を
し
て
い
る
時
、

自
分
の
気
持
ち
は
50
歳
台
の

つ
も
り
な
の
に
高
齢
者
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ

た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
周

り
の
皆
さ
ん
の
行
動
的
で
積

極
的
な
姿
勢
を
見
習
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
９
月
の
連
休
の
頃
か
ら
境

港
の
町
に
も
人
出
が
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
来
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
多
く
の

人
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
会
女
性
部
の
今

年
度
の
活
動
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
イ
デ

ア
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 カフェ ランドヨット
代 表 者	 木村 孝史（きむら・たかし）
所 在 地	 境港市京町199
事業内容	 カフェ
営 業 日	 水曜日～日曜日(月・火定休)
営業時間	 11：00～15：00
T E L	 0８0-5238-5718

税務・会計
一口メモ

…30
ー 持続化給付金 ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症(

コ
ロ
ナ)

の
影
響
は
大

き
く
、
多
く
の
事
業
者
が
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
継
続
を
支
え
る
た
め
、

国
、
県
、
市
な
ど
で
様
々
な

施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
、
持
続
化
給

付
金
に
つ
い
て
検
討
し
て
見

ま
し
ょ
う
。

給
付
の
要
件
　
▽
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
一
カ
月
の
売

上
が
前
年
同
月
比
で
50
％
以

上
減
少
し
て
い
る
場
合
▽

２
０
１
９
年
以
前
か
ら
事
業

収
入
を
得
て
お
り
、
今
後
も

事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ

る
こ
と
※
２
０
２
０
年
３
月

ま
で
に
開
業
し
、
前
年
の
売

上
が
無
い
場
合
に
は
特
例
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

給
付
金
額
　
▽
個
人
事
業
者

の
場
合
＝
１
０
０
万
円
▽
法

人
の
場
合
＝
２
０
０
万
円
※

た
だ
し
、
昨
年
一
年
間
の
売

上
か
ら
の
減
少
分
が
上
限
と

な
っ
て
い
ま
す

計
算
方
法
　
前
年
の
売
上
高

︱(

前
年
同
月
比
50
％
以
上

減
少
し
た
月
の
売
上
×
12
カ

月) 

＝
給
付
金
額

持
続
化
給
付
金
の
税
務
処
理

　
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
収
入
に
計
上
し
ま
す
。

な
お
、
消
費
税
は
不
課
税
取

引
に
該
当
す
る
た
め
、
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。
申
請
期
限
は
、

来
年
１
月
15
日
で
す
。
　
M

　
目
立
た
な
い
場
所
に
あ
る

の
に
凄
く
目
立
つ
お
店「
カ

フ
ェ 

ラ
ン
ド
ヨ
ッ
ト
」さ
ん

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
取
材
の
事
前
準
備
で
お
店

を
訪
ね
ま
し
た
が
、
夜
間
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
覚
に

も
二
度
も
表
を
素
通
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ラ
ル

ミ
ン
製
で
ロ
ケ
ッ
ト
や
弾
丸

を
連
想
さ
せ
る
特
異
な
雰
囲

気
を
も
っ
た
お
店
な
の
に
。

　
移
動
販
売
車
、
ま
た
は
車

内
販
売
車
…
。
何
と
言
っ
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ア

メ
リ
カ
・
エ
ア
ス
ト
リ
ー
ム

社
製
の
移
動
可
能
な
喫
茶
店

で
す
。

　
経
営
者
の

木
村
孝
史
さ

ん
が
こ
の
お

店
に
辿
り
着

く
ま
で
に
は
、

か
な
り
の
月

日
と
人
手
を

要
し
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
を

か
い
つ
ま
ん

で
お
話
し
し

ま
す
。

　
学
校
卒
業

後
、
木
村
さ

ん
は
名
古
屋

で
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
元
々
ア
ウ
ト
ド
ア
が

好
き
で
キ
ャ
ン
プ
や
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど
に
興
味
が

あ
り
、
雑
誌
を
読
ん
だ
り
同

好
の
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル

で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
エ
ア
ス

ト
リ
ー
ム
社
製
の
車
体
を
使

っ
て
箱
根
で
営
業
し
て
い
る

人
と
知
り
合
い
、
頻
繁
に
連

絡
を
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
更
に
詳
細
を
知
り
た
く

自
分
の
目
で
確
か
め
に
行
き

ま
し
た
が
、
実
物
を
見
た
途

端
、
完
全
に
は
ま
り
ま
し
た
。

　「
自
分
も
や
り
た
い
、
絶

対
に
や
る
ぞ
」と
早
速
、
購

入
方
法
を
教
わ
り
、
千
葉
県

の
業
者
を
通
し
て
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
バ

イ
ヤ
ー
に
購
入
を
申
し
込
み

ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て

約
１
年
か
か
り
ま
し
た
が
、

や
っ
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　
車
の
後
部
分
を
調
理
室
に
、

前
部
分
を
客
席
に
改
装
し
、

テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、
ベ
ン
チ

ス
タ
イ
ル
の
座
席
を
設
け
ま

し
た
。
店
内
に
入
っ
て
み
る

と
、
天
井
は
高
く
10
人
以
上

の
お
客
さ
ん
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
て
、
圧

迫
感
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
の
た
め
、
あ
え
な

く
休
業
。
再
度
６
月
20
日
に

再
開
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
店
外
に
は
小
さ
な
メ
ニ
ュ

ー
板
が
ポ
ツ
ン
と
あ
る
だ
け

で
、
宣
伝
用
の
ノ
ボ
リ
な
ど

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
テ
レ
ビ
取
材
も
あ
っ
た

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
地

道
に
や
っ
て
い
ま
す
。
大
々

的
に
宣
伝
し
て
大
勢
に
押
し

か
け
ら
れ
て
も
対
応
で
き
な

い
ん
で
す
」と
木
村
さ
ん
は

笑
っ
て
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た「
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で

は
、
コ
ー
ヒ
ー
は
勿
論
で
す

が
、
厚
焼
き
玉
子
サ
ン
ド
が

一
番
の
お
勧
め
で
す
。
玉
子

に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
無

農
薬
飼
料
で
育
て
ら
れ
た
鶏

の
玉
子
以
外
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
高
く
つ
く
け
ど
、
味
が

濃
く
て
お
い
し
く
お
客
さ
ん

に
安
心
し
て
提
供
で
き
ま
す

か
ら
」と
も
話
す
木
村
さ
ん
。

　
個
人
の
お
客
さ
ん
は
当
然

で
す
が
、
お
店
の
ス
ペ
ー
ス

か
ら
見
る
と
、
少
人
数
の
パ

ー
テ
ィ
ー
、
例
え
ば
誕
生
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
は
最
適
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
冷
や

か
し
で
も
結
構
。
ぜ
ひ
、
カ

フ
ェ 

ラ
ン
ド
ヨ
ッ
ト
の
雰
囲

気
を
味
わ
い
に
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
コ
ー
ヒ
ー
と
厚
焼
き
玉
子

サ
ン
ド
を
注
文
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
最
高
で
す
が
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ⑫

マイナポイントは早めの申請を

　皆さんは舘ひろしさんがうさぎの着ぐるみを着て
いるCMを見たことありますか？
　このCMは「マイナンバーカード」を使って申し込み
を行い、キャッシュレス決済サービスで買い物をす
ると、25%(最大5000円)分のポイントがもらえる「マ
イナポイント」のキャンペーンです。
　マイナポイントは、まずマイナンバーカードを境港
市に申請して取得し、マイナポイント申請スポット(郵
便局・ローソン・ヤマダ電機など)やスマホ、または
パソコンで手続きします。
　来年3月までのキャンペーンなので、早めに申請し
たいですね。なんといっても5000円分のポイントは、
助かります。ちょっと豪勢な晩御飯もできるし、マイ
ナポイント＋αで、高価なものも買えてしまうのです
から。
　マイナンバーカードの取得率に関しては、ことし３
月時点では、全国で15.5％でした。境港市にいたっ
ては、11.8％にとどまっています。
　マイナンバー制度が始まって５年、政府は取得率
の向上を目指しています。また、合わせて経済産業
省の政策と感染予防の観点から、キャッシュレス化
を推進するために、このキャンペーンが行われてい
るのです。
　今後、どのように生活が変化するとも限らないの
で、決済サービスは慎重に決めたいものです。便利
で使いやすくてどこでも使えて、期限がないものが
いいですね。マイナポイントをもらうためには、手
続が必要な決済サービスもあります。
　決済サービスの会社や受け取り方について、詳し
くは総務省の公式ホームページ（「マイナポイントと
は」で検索）をご覧ください。

　　　  PEGAZOU shop ぺガ蔵
　　　　  佐々木 隆

北

カフェ ランドヨット

●

●

えんどう
酒店

鬼
太
郎
の
里

わ
た
な
べ

女
性
部
だ
よ
り

青色申告会の元気企業

移動可能な喫茶店

ー カフェ ランドヨット ー

ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
い
ま
す



　
境
港
市
の
特
産
品
で
あ
る

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
、
多
く
が

加
工
食
品
の
原
材
料
と
な
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
姿
の
ま

ま
調
理
さ
れ
る
こ
と
も
良
く

あ
り
ま
す
が
、
食
材
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
し

た
。
こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た

正解と当選者

米子鬼太郎空港 お土産ショップの紹介！！
今回は山陰の海産物を豊富に取り揃えている『氷温食品 ダイマツ』の

大人気商品をご紹介いたします♫

山陰特産・旬の魚を氷温製法で仕上げました。焼くだけの簡単調理で気軽に
ご家庭で美味しいお魚が堪能出来ます。食べやすくロングセラーの大人気商品。
旬の味覚を存分にご賞味ください。

◀山陰特産のどぐろ開き
　1,080円 ～ 5,184円

山陰特産えてかれい▶
3枚入 1,350円　

 旨塩さば▶
4切入 1,080円
8切入 1,728円

※新型コロナウイルス感染拡大の影響による航空機減便の
　ため営業時間を短縮しています。
　ご来店の際は米子鬼太郎空港HP
　【https://www.yonago-air.com/】をご確認ください。

米子鬼太郎空港　2F
   0859-45-5882

★内容の詳細については下記の連絡先にお問い合わせ下さい。

氷 温 食 品

ダ イ マ ツ

▲ 11月6日『松葉蟹』解禁‼

11月上旬より予約賜ります！

 1杯　16,200円 ～

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
飲

食
店
13
社
が
出
展
し
、
腕
を

振
る
っ
て
作
っ
た
紅
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
料
理
の
新
作
を
発
表
。

い
ず
れ
も
素
材
の
良
さ
を
ふ

ん
だ
ん
に
活
か
し
た
名
物
料

理
で
、
27
人
の
審
査
員
が
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
紅
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
の
多
様
な
食
べ
方
を

全
国
に
伝
え
、
産
地
・
境
港

を
Ｐ
Ｒ
す
る
格
好
の
機
会
が

提
供
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

第
11
回
「
国
際
交
流
の
日
」

　
太
極
拳
の
ス
テ
ー
ジ
や
モ

ン
ゴ
ル
語
講
座
な
ど
、
様
々

な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
当
日

は
、
入
館
無
料
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　
11
月
22
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
館
内(

竹
内
団
地)

夢
み
な
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
受
け
付
け

　
12
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
に

開
催
さ
れ
る
夢
み
な
と
フ
リ

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は

「
㈱
門
永
水
産(

昭
和
町)

の

『
か
に
み
そ
ト
マ
ト
ジ
ャ
ン
』

に
隠
し
味
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
②

の
「
大
山
Ｇ
ビ
ー
ル
」
で
し

た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
古
徳

由
美(

森
岡
町)

▽
南
節
子(

竹

内
町)
▽
岡
田
真
樹(

新
屋
町)

▽
髙
島
道
子(

日
ノ
出
町)

▽

西
村
穣(

馬
場
崎
町)

賞
品
　
カ
ニ
み
そ
ト
マ
ト
ジ

ャ
ン

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
門
永
水
産

(

境
港
市
昭
和
町)

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。
先
着
順
で
す

の
で
、
申
込
は
お
早
め
に
。

申
込
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　

11
月
28
日
㈯
　
午
前
９
時
か

ら
同
タ
ワ
ー(

☎
47
︱
３
８
０

０)

に
電
話
で
申
込

出
店
料
　
▽
１
日
の
み
＝
２

０
０
０
円
▽
２
日
間
＝
３
０

０
０
円

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ワ
ー
へ
。

（㈲さかゑや）

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

日本食品工業㈱(竹内町)の「もさ海老カレー」
がタイアップしている神社は、次のうちのど
れでしょうか。(ヒントは２ページ)

① 金持神社
② 金箔神社
③ 黄金神社

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

11月9日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　日本食品工業㈱(境港市竹内町)

賞品  「もさ海老カレー2個セット」　５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	中村武雄(なかむら・たけお)
所 在 地	 境港市上道町2184-19
T E L	 0859-42-5400
営業時間	 昼の部 11：00～15：30
　　　　　（ラストオーダー 14：50）
　　　　　夜の部 17：00～21：00
　　　　　（ラストオーダー 20：20）
休 業 日	 毎週水曜日、第3火曜日
事業内容	 飲食業(和食レストラン)
　　　　　 ※テイクアウトあり

杉谷酒店

井ゲタ竹内

至境大橋↑

←至市役所 ●●

●●
北

売り切れ御免! 日替定食

店舗は境水道大橋の進入路すぐ手前

○創業のきっかけ？…東京で料理人としての経験を積み、
広島で飲食店を経営していました。結婚を機に境港市に
移り、鮮魚店を営んでいた時、地元で水揚げされる新鮮
で美味しい魚料理を皆さんに食べていただきたいとの思
いで、1993(平成5)年に当店をオープンしました。皆さ
んのお陰で、創業27年になります。
○おすすめポイントは？…エビフライと刺身が楽しめる
「だんだん定食」や秘伝のタレを使った「海鮮丼」が人気で
す。そのほか、平日限定の「日替定食」は旬な魚をはじめ、
肉を使った料理も日々、工夫しながらリーズナブルに提
供し、好評をいただいています。お客様からは、カニ料
理といえば「さかゑや」と言っていただけるようになりま
した。ゆで蟹、焼き蟹、天ぷらなど、豊富なメニューを
揃えています。店内は、テーブル席と座敷席があり、団
体でもご利用いただけます。
○お客様は？…創業当時から親子3世代でのご来店や、日
替定食のファンになったと、毎日通っていただける地元
の皆さんもいます。国道431号線沿いですので、観光客
の皆さんにも多くご利用いただいています。
○今後の事業展開（展望）？…創業当時の味を守りつつ、多
くの皆さんにご満足いただけるよう、新メニューの開発に
日々、取り組んでいます。最近はじめたテイクアウトのメ
ニューも増やしていきたいです。
○一言PR！…元鮮魚店の目利きで、鮮度にこだわり、納
得したものだけをお客様にお出しします。お一人でもカ
ップルやご家族でも気軽にご来店いただき、笑顔でお見
送りできる境港の御飯屋さんとして、スタッフ一同、皆
さんのお越しを心からお待ちしています。
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